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茨城県央地域定住自立圏共生ビジョン（素案）の概要について 

 

１ 策定の趣旨 

茨城県央地域定住自立圏共生ビジョンは，水戸市，笠間市，ひたちなか市，那珂市，小美

玉市，茨城町，大洗町，城里町及び東海村の９市町村で形成する圏域の目指すべき将来像を

掲げ，その実現を目指し，９市町村が相互の役割分担の下に，連携して推進していく具体的

な取組内容等を示すため，策定するものである。 

 

２ 計画の期間 

2017（平成 29）年度から 2021（平成 33）年度までの５年間とする。 

 

３ 圏域の将来像 

茨城県央地域に位置する９市町村は，平成 20年１月に県央地域首長懇話会を設置し，こ

れまでも都市間協働，連携によるさまざまな取組を行ってきたところである。このような

連携をより一層強化し，陸・海・空のネットワークや数多くの地域資源など，この地域な

らではの強みを活用しながら，人口減少等がもたらすさまざまな課題に一丸となって対応

するため，生活機能の確保や地域の活性化に資する取組などを通じて，人口の定住につな

げるとともに，圏域全体の活力を創出し，持続可能な圏域づくりを目指す。 

 

＜圏域の目指すべき将来像＞ 

 

「安心して住み続けられる，笑顔で行き交う圏域」 
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４ 具体的取組 

定住自立圏形成協定に基づき，７分野８項目 20事業をビジョンに位置付け，取組を推進す 

るものとする。 

 

＜施策の体系＞ 

 

             生活機能の強化 

 

①  医療分野 

                   ・初期救急医療の充実（２事業） 

                   ・医師及び看護師等確保に向けた取組の推進（３事業） 

                  ② 福祉分野 

                   ・県央地域成年後見支援事業の実施，成年後見 

                    制度の普及啓発（５事業） 

                                    ③ 産業振興分野 

・「いばらき県央地域観光協議会」を通した 

広域観光の推進（３事業） 

                  ④ 環境分野 

                   ・低炭素社会の実現を目指した取組の推進（２事業） 

                  ⑤ 教育分野 

・体育施設や図書館などの公の施設の広域利用 

の推進（２事業） 

 

             結びつきやネットワークの強化 

 

                  ① 地域公共交通分野 

・圏域全体における公共交通の課題等の調査・ 

研究，取組の推進（２事業） 

 

             圏域マネジメント能力の強化 

 

                  ① 人材育成分野 

・職員の能力向上に向けた研修会の合同開催 

及び相互参加（１事業） 
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